




















































































































かに浮かび上がってく 像 脱リズム的なリズムを持つ千鳥足弁証法、あるいは弁証法の千鳥足がもたらす目眩 のなかでのみ仄見られる像に過ぎないのでは いか
―
。三拍子のワルツを踊
る哲学に二拍三連を揺さぶるサンバのステップ 手ほどき というか足ほどきする本書、ブラジル文学研究 、ま文学研究の到達点である本書 同時に、その新たな出発点としても読まれなければならない。
（福嶋伸洋）
